




本研究では A 大学看護学部の 1，2 年生 137 名を対象とし学生の災害へ
の備えの「非常食」現状，および防災意識の関連を明らかにして平常時の
非常食備蓄に対する影響要因を検討した。





































































2015 . 京田ら，2016）。防災意識と防災行動は 3
件法，それ以外は 2 件法で調査した。3 件法は，
















に は 統 計 ソ フ ト SPSS ver.16.0J for Windows








認を得た（承認番号 第 222 号 2017.11）。
Ⅳ．結　　果
A 大学看護学部の 1，2 年生 167 名を対象に，
研究協力の同意を得た137名を分析対象とした。
非常食の準備状態別にみた属性と健康管理状


























セット食と飲料水の準備状態は 0.4% と 3.6% で
 





属性     
年齢  19（19-36) 19（18-36) 19（19-26) .8131) 
居住年数  2（1-36) 2（ 1-36) 1（1-20) .0161) 
性別 男 13（9.6) 3（11.1) 10（9.2) .722 
女 123（90.4) 24（88.9) 99（90.8) 
家族構成 一人暮らし 89（65.4) 13（48.1) 76（69.7) .043 
家族と同居 47（34.6) 14（51.9) 33（30.3) 
被災経験 はい 5（3.6) 1（3.7) 4（3.6) 1.000 
いいえ 132（96.4) 26（96.3) 106（96.4) 
健康管理状況     
体調 良い 133（97.1) 25（92.6) 108（98.2) .174 
良くない 4（2.9) 2（7.4) 2（1.8) 
体力に自信がある はい 43（31.4) 7（25.9) 36（32.7) .645 
いいえ 94（68.6) 20（74.1) 74（67.3) 
30分以上、運動している はい 34（24.8) 8（29.6) 26（23.6) .619 
いいえ 103（75.2) 19（70.4) 84（76.4) 
自己対応力の評価    
災害時に冷静に判断できる はい 38（27.7) 12（44.4) 26（23.6) .053 
いいえ 99（72.3) 15（55.6) 84（76.4) 
どんなものでも食べる自信が
ある 
はい 55（40.1) 7（25.9) 48（43.6) 
.125 
いいえ 82（59.9) 20（74.1) 62（56.4) 























































中央値（最小値-最大値)   人（%) 
項目 全体 3日間以上の非常食の準備 P 
あり（n＝27) なし（n＝110) 
防災意識     
居住地区の災害危険度 1（1-3) 2（1-2) 1（1-3) .023 
自分が災害に合う危険度について 2（1-3) 2（1-3) 2（1-3) .237 
専門職に助けを求める方法の認識 2（1-3) 2（1-3) 2（1-3) .663 
他者（専門職・大学)から受ける支援 2（1-3) 2（2-3) 2（1-3) .014 
防災行動     
日ごろからの災害情報の収集 1（1-3) 1（1-3) 1（1-3) .026 
避難場所の認識 2（1-3) 2（1-3) 2（1-3) .382 
避難経路の認識  1（1-3) 2（1-3) 1（1-3) .452 
避難指示が出た場合の
避難行動 
避難所に移動したい 87（66.4) 15（60.0) 72（67.9) 
.4851) 
自宅にいたい 44（33.6) 10（40.0) 34（32.1) 
非常用のリュックや袋の準備 1（1-3) 1（1-3) 1（1-3) .004 
食器や棚が倒れてこないように工夫している 1（1-3) 2（1-3) 1（1-2) .000 
安全な場所で寝るようにしている 2（1-3) 2（1-3) 2（1-3) .695 
家具を固定している 1（1-3) 2（1-3) 1（1-3) .002 
寝床のそばにスリッパを置いている 1（1-3) 1（1-3) 1（1-3) .184 
窓に飛散防止フィルムを貼付している 1（1-3) 1（1-3) 1（1-3) .542 
災害地域へのボランティア活動 0（0-3) 0（0-1) 0（0-3) .777 
家族近隣     
家族からの支援 2（1-3) 1（1-3) 2（1-3) .043 
発災時に家族間で安否確認を
含む連絡方法がある* 
はい 48（35.0) 7（25.9) 41（37.3) 
.3681) 
いいえ 89（65.0) 20（74.1) 69（62.7) 
近所からの支援 2（1-3) 1（1-3) 2（1-3) .051 









































項目  数（%) 
非常食の備蓄度 3日以上の非常食の準備がある  27（19.7) 
全くない 110（80.3) 
非常食についての認識   
非常食についての知識がある よく知っている 33（24.1) 
 やや知っている 103（75.2) 
  )7.0（1 いなら知く全
平常時から非常食を準備しないといけないと思う  )4.13（34 う思に常非
  )4.66（19 う思
 )2.2（3 いなわ思く全
非常食を食べたことがある  )6.16（58 いは
  )7.73（25 えいい
非常食として準備している食品種類 （複数回答)  
主食 レトルトご飯 37（4.9) 
 パン缶詰 11（1.5) 
 お粥レトルト 10（1.3) 
 お粥缶詰 3（0.4) 
 アルファ化米 2（0.3) 
 なし 91（12.2) 
主菜 魚レトルト 37（4.9) 
 魚缶詰 32（4.3) 
 肉缶詰 5（0.7) 
 大豆缶詰 5（0.7) 
 干し肉 1（0.1) 
 なし 80（10.7) 
副菜 ワカメ 27（3.6) 
 ひじき 11（1.5) 
 野菜缶詰 11（1.5) 
 切り干し大根 9（1.2) 
 ドライフルーツ 6（0.8) 
 なし 95（12.7) 
セット食 セット食 4（0.5) 
 なし 133（17.8) 
飲料水 水 27（3.6) 
 なし 111（14.8) 




















 B Odds 比 Odds 比の 95%  信頼区間 P 
上限 下限 
他者（専門職・大学)から受ける支援 1.293 3.642 1.019 13.022 .047 
非常用のリュックや袋の準備 1.696 5.451 1.761 16.871 .003 
食器や棚が倒れてこないように工夫し
ている 2.056 7.814 2.755 22.164 .000 
定数 －8.717  　   .000 
R2: : 0.304    正解率 : 86.0   
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